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獣害対策と地域のニーズ

囲い罠閉扉の
リアルタイム指示

集落全体を囲う

防護柵の設置

囲い罠の設置

囲い罠に幼獣が入った段
階で自動閉扉すると成獣を
逃し学習されてしまうため、
目視で手動閉扉したい。し
かし現状のネット監視カメ
ラでは時間遅延が生じて
捕獲の障害となっている

高い学習能力を逆手に取る

• おもりを落下させることで網を急速上昇さ
せて有害獣を包む構造の罠

• 有害獣が網の危険性を学習することが目
的。仮に逃しても問題ない「防除志向型」

• 公道には通常の網を置くだけ

公道上には防護柵
を設置できない

遅延の少ない監視カメラ

• VPNによりカメラ側端末と
ユーザのスマホを直結

• 白黒映像・低解像度などリア
ルタイム性向上の調整

塞げない公道

毛原の棚田
（けはらのたなだ）

毛原にある
ゲストハウス
「サライ」で
合宿、カメラ
の性能評価
実験を開催

基本構造の構
築と動作確認
完了。今後は
効果検証を進

める予定

監視カメラ
等機材

起動前 起動後
動作試験動画
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